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 伊勢志摩サミット開催に向けて、伊勢志摩サミット三重県民会議会員の皆様をはじめ、様々な関係者の
方々にたくさんのご協力をいただき、準備を進めているところです。伊勢志摩サミットを成功させ、三重県
が新たな歴史を刻むことができるよう、引き続きご協力をお願いいたします。  

 交通規制等の情報は、三重県警察本部のＨＰから閲覧することができますので、ご参考ください。 
  http://www.police.pref.mie.jp/samitto/samitto_11.html 
 県民会議においても、ＨＰやＳＮＳ（twitter、facebook）で交通規制等の情報を掲載しています。 
  （県民会議ＨＰ）http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html 
  （県民会議twitter）https://twitter.com/summit_mie 
  （県民会議facebook）https://www.facebook.com/iseshimasummit.mie 

 サミット開催当日は、交通規制に伴う一般交通への影響を最小限にとどめるためにも、好天が期待され
ます。気象庁では、５月９日（月）から２９日（日）までの間、伊勢志摩サミットに向けて特設ページを設け
ています。特設ページでは、伊勢市・志摩市・愛知県常滑市の天気解説・予報、週間天気予報、天気分
布をはじめ、伊勢湾・熊野灘の風と波の予測などを確認することができますので、ご活用ください。 

  http://www.jma.go.jp/jma/menu/iseshima_summit2016.html 

 ５月２５日（水）から２８日（土）にかけて、各国首脳等の移動に伴い、高速道路や伊勢志摩地域
の道路で一時的な交通規制が実施されます。 
 県民会議では、三重県内における交通総量抑制対策として、 「不要不急の乗用車利用の自粛」、

「通勤時等における公共交通機関利用の促進」等に取り組んでいます。道路の混雑緩和のため、
おもてなしの観点からも、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

◎国際メディアセンター（ＩＭＣ）アネックスのサミット終了後の公開について 

 サミットの現場を、次世代を担う学生をはじめ、一般の皆様に肌で感じてもらうことを目的に、サミット終
了後に期間限定で国際メディアセンター（ＩＭＣ）アネックスの１階（政府広報展示スペース、三重情報館、
ダイニングスペース）、２階（ブリーフィングルーム）を公開します。 
【公開期間】 
①県内の小・中・高・特別支援学校の学生：５月３０日(月)～６月１０日(金) ９時から１６時まで ※平日のみ 
②こどもふるさとサミット参加者及び三重の高校生サミットの参加者：６月４日（土）９時から１２時まで 
③一般：６月４日（土）１３時から１６時まで、６月５日（日）９時から１６時まで 
※①、②については募集を終了いたしました。 
【一般枠の申込方法】 
 次のホームページからお申込みください。→ http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html 
 先着順により参加日時を決定し整理券を発送しますので当日に必ずご持参ください。 
【一般枠の募集期間】 
平成２８年５月１３日（金）～平成２８年５月２５日（水）２４時（事前申込制・先着順） 
【公開内容】 

日本の魅力や三重県の“伝統と革新”を紹介する映像や展示物、写真や映像を用いたサミット期間中の様子の紹
介、実際に使われたテーブルやいすの展示等 

◎三重県情報館（仮称）の正式名称を「三重情報館」（英語表記Exhibition of Mie）に決定しました。 

 三重情報館は、国際メディアセンター（ＩＭＣ）の広報スペースやダイニングスペース等を備えた仮設施設
（アネックス）に設ける面積約３５０㎡の情報発信スペースで、国内外の報道関係者等を対象に、三重の
豊かな自然や歴史・文化、受け継がれてきた技術や革新的な先端技術、美しい海・山・大地から生み出さ
れた食の情報等を発信します。三重らしさを感じるメインステージや大型映像、実物展示等による発信を
行い、三重の伝統的な技術や文化等の実演や三重の飲み物・おやつなどの振る舞いを「おもてなし」とと
もに堪能していただける内容となっています。 

いよいよ、５月２６日(木)・２７日(金)に伊勢志摩サミットが開催されます！ 

http://www.police.pref.mie.jp/samitto/samitto_11.html
http://www.police.pref.mie.jp/samitto/samitto_11.html
http://www.police.pref.mie.jp/samitto/samitto_11.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-6_post.html
https://twitter.com/summit_mie
https://www.facebook.com/iseshimasummit.mie
https://www.facebook.com/iseshimasummit.mie
http://www.jma.go.jp/jma/menu/iseshima_summit2016.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html
http://mie.summit-net.jp/contents/3-3_post.html


◎「２０１６年ジュニア・サミット in 三重」が開催されました。 

 ４月２２日（金）から２８日（木）まで、桑名市のナガシマリゾートを主会場として、Ｇ７各国から１５～１８才
の若者２８名が集まり、世界が直面する課題について、青少年の視点から英語で議論を行いました。 
 
★討議及び成果文書『桑名ジュニア・コミュニケ』 

 参加者は、「次世代につなぐ地球～環境と持続可能な社会」を討議テーマとして議論し、意見をまとめ、
４月２７日（水）に成果文書『桑名ジュニア・コミュニケ』を安倍内閣総理大臣に届けました。 
【成果文書『桑名ジュニア・コミュニケ』】  （詳細はこちら→ http://www.mofa.go.jp/mofaj/p_pd/ep/page23_001473.html） 

・気候変動と脱炭素化 
・経済格差と包括的な経済成長 
・人材育成 
・ジェンダーによる格差の克服     
  
 
★討議に資する視察 
  ４月２３日（土）、討議テーマに基づき、環境保全と経済成長を両立し、健全な環境を次世代に継承し、
持続可能な発展をする方策について議論するため、赤須賀漁業協同組合、四日市公害と環境未来館、 
NＴＮ株式会社先端技術研究所を視察しました。 
 
 
 
 
 
 
★県内分散型体験・交流行事 

 ４月２５日（月）、参加者が県内４コースに分散して各地を訪れ、三重の美しい自然や豊かな伝統・文化
などを体験・体感するとともに、県内高校生をはじめ県民との交流を深めました。 
【Ａコース】 ①御在所ロープウエイ（菰野町）②鈴鹿サーキット（鈴鹿市）③関宿（亀山市） 
【Ｂコース】 ①深野だんだん田（松阪市）②まごの店（多気町）③一身田寺内町 専修寺（津市） 
【Ｃコース】 ①伊賀流忍者博物館（伊賀市）②赤目四十八滝（名張市） 
【Ｄコース】 ①伊勢神宮（伊勢市）②いつきのみや歴史体験館（明和町） 
 
 
 
 
 
 
★ジュニア・サミットへの県民参加 

 サミットの開催を一過性のものとせず開催の経験を「明日へつなぐ」ため、今回のジュニア・サミットに一
人でも多くの次代を担う子どもたちが参加する機会を設けました。討議に資する視察及び県内分散型体
験・交流行事において、県内の高校生が案内役を務め、参加者との交流を深めるとともに、開催期間中、
県内の高校や特別支援学校等の生徒による様々な歓迎やおもてなしの取組を実施しました。 

 また、分散型体験・交流行事での各地案内、おもてなし及び交流や、討議・宿泊会場におけるサポート
デスク設置などにおいて、県民の皆様や企業、団体の皆様にご協力いただきました。 

討議の様子 参加者による総理表敬 
写真提供：2016年ジュニア・サミットin三重事務局 

赤須賀漁業協同組合 四日市公害と環境未来館 
写真提供：2016年ジュニ 
ア・サミットin三重事務局 
 

NTN(株)先端技術研究所 
写真提供：2016年ジュニ 
ア・サミットin三重事務局 
 

御在所岳 まごの店 伊賀流忍者博物館 いつきのみや歴史体験館 

セントヨゼフ女子学園 
によるハンドベル演奏 

白子高校吹奏楽部による 
演奏 

特別支援学校の生徒が 
作ったネームホルダー 
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◎協賛、応援事業の募集を終了させていただきました。 

 伊勢志摩サミットの開催に向けて、「オール三重」で一丸となってサミットを成功させるため、伊勢志摩サ
ミット三重県民会議を中心とした取組にご賛同いただいた多方面の皆様から、５月１２日時点で協賛１７８
件、応援８３６件、寄附９７５件４９３，３２５，００９円（うち、クラウドファンディング２４８件８１２，４７３円）の
申込をいただきました。協賛、応援につきましては、サミット開催直前の限られた期間での効果等を検討
の結果、募集期限を５月１０日（火）とさせていただいたところです。皆様から多くのご支援、ご協力をいた
だき誠にありがとうございました。 
※なお、寄附金の募集期限は５月３１日（火）で、従来から変更ありません。 
http://mie.summit-net.jp/contents/7-1_post.html 

  

【発行元】伊勢志摩サミット三重県民会議事務局 総務課 
          電 話 ０５９－２５３－５４９２   ＦＡＸ ０５９－２５３－５４９８ 
          メール summit@pref.mie.jp 
♪♪♪♪伊勢志摩サミット三重県民会議HPはこちら http://mie.summit-net.jp/♪♪♪♪  

会議スケジュール 

◆伊勢志摩サミット三重県民会議 
５月１２日 第７回部会 

◆三重県伊勢志摩サミット推進本部 
４月１４日 平成２８年度第１回推進本部会議 
５月中旬           第２回推進本部会議 

 三重県では、伊勢志摩サミット開催を契機に、三重県
にお越しいただく方々や県民の皆様に、健康的で快適
な環境を提供するため、「伊勢志摩サミット受動喫煙ゼ
ロ宣言」を発出し、５月１日（日）から６月６日（月）まで
の間、伊勢志摩地域での受動喫煙防止対策に取り組
んでいます。「禁煙」・｢完全分煙｣・「空間分煙」・「喫煙
可能」の４種類のステッカーを作成し、公共施設や飲食
店、宿泊施設、公共交通機関等に表示していただける
よう、現在、協力をお願いしています。 
http://www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0015100003.htm 

  

第３回プレスツアー（H28.5.12） 
（於：鈴鹿市） 

第３回プレスツアー（H28.5.12） 
（於：津市） 

◎伊勢志摩サミットにおける受動喫煙防止対策に取り組んでいます。 

◎第３回伊勢志摩サミット三重県民会議プレスツアーを実施しました。 
 三重県の誇る食や文化等を発信することで、来訪者の増加や県産品の販売増加につなげるため、 

５月１１日（水）から１３日（金）まで第３回伊勢志摩サミット三重県民会議プレスツアーを外務省と共催で実
施しました。 
 【取材先】 
  ５月１１日（水） 伊勢神宮（伊勢市）、志摩観光ホテル（志摩市）、答志島（鳥羽市） 
     １２日（木） 答志島、鈴鹿墨（鈴鹿市）、株式会社光機械製作所（津市） 
     １３日（金） 鈴鹿ロボケアセンター株式会社（鈴鹿市）、伊勢根付（伊勢市） 
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